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は
じ
め
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平
成
21
年
１
月
28
日
、
食
料
・
農
業
・
農

村
政
策
推
進
本
部
　（１）

の
本
部
長
決
定
と
し
て
、

内
閣
官
房
長
官
及
び
農
政
改
革
担
当
大
臣
　（2）

の
主
催
に
よ
る
「
農
政
改
革
関
係
閣
僚
会
合

　（3）

」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
１
月

30
日
に
は
第
１
回
農
政
改
革
関
係
閣
僚
会
合

が
開
催
さ
れ
、
農
政
改
革
関
係
閣
僚
会
合
の

下
に
、
関
係
府
省
の
実
務
者
と
有
識
者
か
ら

な
る
農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
　（4）

が
設
置
さ
れ

た
。
こ
の
農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
に
お
い
て
、

最
終
的
に
は
７
月
15
日
ま
で
に
14
回
の
会
合

が
開
催
さ
れ
、
農
政
の
様
々
な
分
野
の
施
策

に
つ
い
て
、
議
論
が
行
わ
れ
た
　（5）

。 

　
７
月
21
日
に
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
て
、
農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
に
お
け

る
議
論
は
中
断
さ
れ
た
。
特
に
、
生
産
調
整

の
議
論
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
農

政
改
革
特
命
チ
ー
ム
に
お
け
る
議
論
は
大
き

な
影
響
力
を
与
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
の
見
方
も
な
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、

農
政
改
革
関
係
閣
僚
会
合
で
決
定
さ
れ
た
「
農

政
改
革
の
検
討
方
向
」
は
、
予
算
編
成
ま
で

含
む
各
種
農
業
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今

ま
で
の
議
論
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と
は
今
後

の
農
政
を
検
討
す
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
筆
者

が
携
わ
っ
た
農
政
改
革
関
係
閣
僚
会
合
や
農

政
改
革
特
命
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
て
き
た
議
論

の
主
要
論
点
を
概
説
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
議
論
の
方
向
性
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。 

  

農
政
改
革
の
検
討
方
向
の
決

定
と
米
政
策
に
関
す
る
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
に
つ
い
て
 

 （１）

第
１
回
農
政
改
革
関
係
閣
僚
会
合
 

　
１
月
30
日
、
第
１
回
農
政
改
革
閣
僚
会
合

が
開
催
さ
れ
、
出
席
し
た
麻
生
総
理
　（6）

か
ら
、

「
農
政
改
革
担
当
大
臣
を
中
心
に
関
係
閣
僚

が
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
、
食
料
の
安
全
・

安
心
を
確
保
し
、
自
給
力
を
高
め
る
た
め
に

は
、
何
が
必
要
か
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検

討
し
、
成
案
を
得
る
よ
う
に
」
と
の
指
示
が

あ
っ
た
。
続
い
て
、
関
係
閣
僚
間
で
、
農
政

を
抜
本
的
に
見
直
す
た
め
に
、
政
府
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
問

題
意
識
が
共
有
さ
れ
、
農
政
改
革
に
向
け
協

力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
さ
れ
、
こ
れ
を
皮

切
り
に
、
農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
に
お
け
る

議
論
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 （２）

農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
会
合
 

　
農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
の
会
合
は
、
通
常
、

各
府
省
等
で
行
わ
れ
て
い
る
会
合
と
は
次
の

点
が
異
な
っ
て
い
る
。 

　
第
１
点
目
は
、
農
政
改
革
を
検
討
す
る
に

当
た
り
、
農
林
水
産
省
だ
け
で
な
く
、
関
係

府
省
の
実
務
者
と
有
識
者
か
ら
な
る
農
政
改



革
特
命
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
及
び
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
議
論
が
進
め
ら

れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
農
政
改
革
特

命
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
が
大
臣
官
房
課
長
ク

ラ
ス
以
上
で
構
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
農
林

水
産
省
の
担
当
官
か
ら
説
明
を
求
め
る
場
合

に
は
、
プ
ロ
ト
コ
ル
に
よ
っ
て
そ
の
出
席
者

は
原
則
大
臣
官
房
課
長
ク
ラ
ス
以
上
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
。 

　
第
２
点
目
は
、
政
策
を
決
定
す
る
プ
ロ
セ

ス
に
透
明
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
会
議

の
傍
聴
を
自
由
に
す
る
と
と
も
に
、
使
用
し

た
資
料
や
会
議
の
議
事
録
は
す
べ
て
公
表
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
と
り
ま

と
め
ま
で
の
考
え
方
が
国
民
に
対
し
て
明
ら

か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

　
第
３
点
目
は
、
２
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た

第
２
回
会
合
か
ら
４
月
22
日
の
第
11
回
の
会

合
ま
で
、
１
週
間
ご
と
に
農
政
改
革
特
命
チ

ー
ム
の
会
合
が
開
催
さ
れ
、「
農
政
改
革
の

検
討
方
向
（
案
）」
及
び
「
米
政
策
に
関
す
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
（
第
１
次
）」
が
と

り
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
か
つ
て
無
い
ほ
ど
の

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
議
論
が
進
め
ら
れ
た

こ
と
で
あ
る
。 

　
第
４
点
目
は
、
農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
が
勤
務
時
間
中
に
は
第
1
7
1
回

国
会
（
通
常
国
会
）
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

っ
た
た
め
に
、
会
合
が
原
則
夕
刻
（
午
後
６

時
〜
８
時
）
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
傍
聴
者
の
足
が
途
絶
え
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
平
成
20
年
12
月
28
日

の
石
破
大
臣
が
、
某
テ
レ
ビ
局
の
報
道
番
組

に
お
い
て
、「（
減
反
政
策
に
関
し
て
）
本
当

に
こ
れ
で
い
い
の
か
と
い
う
問
題
意
識
は
持

っ
て
い
る
」
と
の
発
言
を
し
た
こ
と
か
ら
、

生
産
調
整
の
見
直
し
　（7）

に
焦
点
が
当
た
っ
た

こ
と
が
そ
の
要
因
と
推
測
さ
れ
る
。 

　
２
月
６
日
、
第
１
回
農
政
改
革
特
命
チ
ー

ム
の
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
第
３
回
ま
で
各

関
係
団
体
等
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、

第
４
回
の
会
合
に
は
、「
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通

じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
論
点
（
案
）」
が
農
林

水
産
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
論
点
が
累

次
の
会
合
を
経
て
、
会
合
ご
と
に
発
展
し
、

最
終
的
に
農
政
改
革
の
検
討
方
向
（
案
）
の

と
り
ま
と
め
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
事
務
方
で
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
た
素

案
を
議
論
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も

農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
の
議
論
を
通
じ
て
ま

と
め
ら
れ
た
結
晶
が
農
政
改
革
の
検
討
方
向

（
案
）
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。 

 （３）

第
２
回
農
政
改
革
関
係
閣
僚
会
合
 

　
４
月
17
日
、
第
２
回
農
政
改
革
閣
僚
会
合

が
開
催
さ
れ
、
農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
に
よ

っ
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
農
政
改
革
の
検
討

報
告
が
決
定
さ
れ
た
。
出
席
し
た
麻
生
総
理

か
ら
は
、「
農
業
・
農
村
の
再
生
の
た
め
に
、

引
き
続
き
、
政
府
を
挙
げ
て
農
政
改
革
に
取

り
組
み
、
成
案
を
得
る
こ
と
。
特
に
、
米
政

策
に
つ
い
て
は
、
政
策
的
な
選
択
肢
を
示
し

な
が
ら
、
国
民
的
な
議
論
を
行
う
よ
う
に
」

と
指
示
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
石
破
大

臣
か
ら
、
今
ま
で
農
林
水
産
省
で
作
業
を
し

て
い
た
米
政
策
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
結
果
を
４
月
中
に
示
す
べ
く
、
作
業
を

加
速
す
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 （４）
「
農
政
改
革
の
検
討
方
向
」
の
内
容
 

　
農
政
改
革
の
検
討
方
向
の
内
容
は
、「
Ⅰ

基
本
的
考
え
方
」、「
Ⅱ
検
討
項
目
と
検
討
方

向
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

　「
Ⅰ
基
本
的
考
え
方
」
に
つ
い
て
は
、
２
月

３
日
に
開
催
さ
れ
た
経
済
財
政
諮
問
会
議
に

お
け
る
有
識
者
議
員
（
岩
田
一
政
議
員
、
張

富
士
夫
議
員
、
三
村
明
夫
議
員
、
吉
川
洋
議

員
）
が
提
出
し
た
資
料
を
反
映
し
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
政
改
革
の
３

つ
の
大
き
な
目
的
と
し
て
、
①
農
業
は
持
続

可
能
性
喪
失
の
危
機
に
直
面
し
て
お
り
、
産

業
と
し
て
の
持
続
性
の
再
生
、
②
経
済
力
が

あ
れ
ば
輸
入
可
能
な
時
代
は
終
了
し
て
お
り
、

安
定
的
な
食
料
供
給
力
の
再
生
、
③
農
山
漁

村
の
兼
業
機
会
が
減
少
し
て
お
り
、
農
村
地

域
の
活
力
の
再
生
の
３
点
を
踏
ま
え
た
内
容

に
な
っ
て
い
る
。 

　
次
に
、
主
な
「
Ⅱ
検
討
項
目
と
検
討
方
向
」

に
つ
い
て
見
て
い
く
。 

　
食
品
の
安
全
性
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
農

場
か
ら
食
卓
に
わ
た
り
食
品
の
安
全
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
リ
ス
ク
管
理
の
強
化
、
そ

の
手
法
と
し
て
の
合
理
的
規
制
を
正
当
化
す

る
食
品
安
全
科
学
の
確
立
に
加
え
、
①
通
販

や
ネ
ッ
ト
販
売
へ
の
対
応
、
②
食
品
事
業
者

に
よ
る
品
質
管
理
や
情
報
提
供
の
評
価
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
、
消
費
者
へ
新
た
な
食
品
情

報
を
提
供
す
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。 

　
担
い
手
の
育
成
・
確
保
に
つ
い
て
は
、
持

続
性
確
保
の
た
め
の
最
大
課
題
と
さ
れ
、
経

営
感
覚
を
持
っ
た
経
営
体
の
育
成
と
絶
え
ず

新
た
な
人
材
が
確
保
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
を

中
軸
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
担
い
手
の
「
参

入
を
促
す
仕
組
み
」、「
育
て
る
仕
組
み
」、「
支

え
る
仕
組
み
」
に
分
け
て
支
援
の
総
合
化
を

検
討
し
、「
平
成
の
農
地
改
革
」
の
現
場
で
の

実
効
を
期
す
政
策
的
有
効
打
を
検
討
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

　
農
地
問
題
に
つ
い
て
は
、「
平
成
の
農
地

改
革
」
法
案
の
早
期
成
立
を
目
指
す
と
と
も

に
、
農
地
の
資
産
的
保
有
傾
向
が
強
い
中
で
、

実
効
あ
る
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
農
業
生
産
・
流
通
施
策
に
つ
い
て
は
、
生

産
・
流
通
施
策
に
つ
い
て
需
要
を
起
点
と
し

た
も
の
か
ど
う
か
点
検
す
る
と
と
も
に
、
穀

物
生
産
を
行
う
土
地
利
用
型
農
業
は
農
政
の

問
題
点
の
縮
図
で
あ
り
関
連
施
策
を
、
国
民

的
議
論
を
経
て
見
直
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
中
で
、
生
産
調
整
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
 



く
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
農
業
所
得
の
増
大
に
つ
い
て
は
、
体
質
強

化
等
を
通
じ
た
農
業
所
得
（
農
業
純
生
産
）

の
増
大
を
実
現
す
る
方
向
で
検
討
す
る
こ
と

と
な
り
、
加
工
・
業
務
用
需
要
対
応
、
輸
出

拡
大
、
付
加
価
値
増
大
、
生
産
・
流
通
コ
ス

ト
低
減
、
農
協
の
経
済
事
業
な
ど
個
別
に
取

り
組
ん
で
き
た
課
題
を
総
合
化
し
、
戦
略
的

に
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
食
料
自
給
力
問
題
に
つ
い
て
は
、
食
料
自

給
率
が
真
に
国
民
的
政
策
目
標
足
り
う
る
か
、

よ
り
良
い
目
標
を
含
め
て
検
証
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
な
お
、
今
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
問
題
と
し
て
肥
料
確
保
対
策
（
特
に

カ
リ
ウ
ム
、
リ
ン
）
を
検
討
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。 

　
農
山
漁
村
対
策
に
つ
い
て
は
、
兼
業
機
会

が
減
少
す
る
中
、
現
場
で
効
果
が
実
感
さ
れ

る
対
策
に
再
構
築
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

過
疎
化
、
高
齢
化
の
中
で
、
地
域
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
体
制
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
と

も
に
、
農
山
漁
村
が
持
つ
機
能
の
維
持
発
揮

方
策
、
農
地
面
積
の
狭
小
な
地
域
に
お
け
る

取
扱
い
も
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
連
携
軸
強
化
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
主
体

が
農
業
・
農
村
の
価
値
を
認
識
共
有
し
、
連

携
し
て
農
業
・
農
村
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
経
済
的
な
連
携
の

ほ
か
、
教
育
面
な
ど
社
会
的
な
連
携
な
ど
を

検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

　
新
し
い
分
野
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て
は
、
①

耕
作
放
棄
地
解
消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
②
緑
と

水
の
環
境
技
術
革
命
（
バ
イ
オ
マ
ス
新
産
業

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
ア
グ
リ
・
ヘ
ル
ス
産

業
開
拓
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ

ー
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）、
③
農
山
漁
村
Ｉ

Ｔ
活
用
総
合
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
④
食
品
産

業
グ
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
検

討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 （５）

米
政
策
に
関
す
る
 

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン（
第
１
次
）の
結
果
 

　
米
政
策
に
関
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
４

月
22
日
公
表
）
は
、
米
の
生
産
調
整
の
あ
り

方
の
検
討
を
含
む
米
政
策
に
つ
い
て
国
民
的

な
議
論
に
資
す
る
よ
う
、
一
定
の
前
提
を
置

い
た
上
で
試
行
的
に
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
平
成
20
年
産
の
主
食
用
米
作

付
面
積
約
1
6
0
万
ha
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

①
作
付
面
積
を
10
万
ha
減
少
さ
せ
1
5
0
万

ha
と
見
込
ん
だ
米
価
を
維
持
す
る
「
生
産
調

整
強
化
シ
ナ
リ
オ
」、
②
20
年
度
と
同
程
度

の
生
産
調
整
を
継
続
し
、
作
付
面
積
を

1
6
0
万
ha
と
見
込
む
「
現
状
維
持
シ
ナ
リ

オ
」、
③
生
産
調
整
を
緩
和
す
る
が
、
麦
、
大

豆
、
飼
料
作
物
等
へ
の
助
成
に
よ
り
作
付
面

積
を
10
万
ha
増
に
抑
制
し
、
1
7
0
万
ha
と

見
込
む
「
生
産
調
整
緩
和
シ
ナ
リ
オ
１
」、
④

生
産
調
整
を
緩
和
し
、
麦
、
大
豆
、
飼
料
作

物
等
へ
の
助
成
等
も
一
定
限
度
と
す
る
こ
と

で
、
作
付
面
積
を
30
万
ha
増
の
1
9
0
万
ha

と
見
込
む
「
生
産
調
整
緩
和
シ
ナ
リ
オ
２
」、

⑤
生
産
調
整
を
廃
止
し
、
作
付
面
積
を
60
万

ha
増
の
2
2
0
万
ha
と
見
込
む
「
生
産
調
整

廃
止
シ
ナ
リ
オ
」、
と
い
う
５
つ
の
シ
ナ
リ

オ
を
設
定
し
、
シ
ナ
リ
オ
ご
と
に
市
場
価
格
、

農
家
手
取
り
価
格
、
生
産
量
等
に
つ
い
て
10

年
後
ま
で
の
予
測
を
行
っ
た
。
こ
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
米
の
生
産
調
整
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
際
の
議
論
の
土
台
に
な
る
も
の

と
し
て
、
今
後
、
こ
の
結
果
に
つ
い
て
、
国

民
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
さ
ら
に
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
精
緻
化
を
図
る
な
ど
、
国
民
的

議
論
を
喚
起
し
な
が
ら
、
政
策
的
な
選
択
肢

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。 

  

農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
 

会
合
の
再
開
 

 （１）

再
開
ま
で
の
動
き
 

　
４
月
23
日
か
ら
５
月
22
日
に
か
け
て
、
農

林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
「
農

政
改
革
の
検
討
方
向
」
及
び
「
米
政
策
に
関

す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
（
第
１
次
）

に
つ
い
て
」
に
関
す
る
意
見
募
集
を
実
施
し
、

農
業
者
・
消
費
者
を
は
じ
め
幅
広
い
方
々
か

ら
の
べ
5
6
8
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
５
月
11
日
か
ら
５
月
22
日
に
か
け

て
、
全
国
11
地
区
に
お
い
て
、
意
見
交
換
会

及
び
座
談
会
を
実
施
し
、
農
業
者
、
消
費
者

や
地
方
自
治
体
、
Ｊ
Ａ
、
企
業
等
の
担
当
者

な
ど
の
べ
約
1
，
8
0
0
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。
５
月
29
日
に
成
立
し
た
補
正
予
算
に
お

い
て
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
面
的
集
積
、

農
業
経
営
体
の
育
成
な
ど
の
関
連
事
業
を
計

上
し
た
。
６
月
３
日
に
開
催
さ
れ
た
第
15
回

経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
は
、
石
破
大

臣
が
「
農
政
改
革
の
展
開
方
向
」
を
説
明
し

た
。
６
月
23
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済

財
政
改
革
の
基
本
方
針
2
0
0
9
〜
安
心
・

活
力
・
責
任
〜
」
に
お
い
て
、「
産
業
と
し
て

の
持
続
性
」、「
食
料
の
供
給
力
」、「
農
山
漁

村
の
活
力
」
の
３
つ
を
再
生
す
る
た
め
農
政

改
革
を
進
め
る
旨
、
記
載
さ
れ
た
。
６
月
17

日
に
は
農
地
の
確
保
と
そ
の
最
大
限
の
利
用

を
図
る
「
農
地
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
成
立
し
た
。 

 （２）

再
開
後
の
動
き
 

　
４
月
22
日
以
降
、
開
催
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
の
会
合
が
６
月
24

日
に
再
開
さ
れ
た
。「
農
政
改
革
の
検
討
方
向
」

に
は
、
多
く
の
検
討
項
目
が
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
メ
リ
ハ
リ

を
も
っ
て
進
め
る
に
は
、
①
関
係
府
省
連
携

政 策 
情 報 



の
下
で
政
策
を
具
体
化
さ
せ
る
べ
き
項
目
で

あ
る
農
山
漁
村
活
性
化
対
策
や
新
し
い
分
野

へ
の
挑
戦
（
緑
と
水
の
環
境
技
術
革
命
、
農

山
漁
村
の
Ｉ
Ｔ
化
）
②
新
し
い
発
想
の
下
に

時
間
を
要
す
る
作
業
が
必
要
と
な
る
項
目
で

あ
る
担
い
手
（
経
営
体
）
対
策
、
農
業
所
得

の
増
大
、
食
料
自
給
率
な
ど
を
先
に
議
論
す

る
こ
と
と
な
り
、
再
開
後
、
３
回
の
会
合
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
個
別
政
策
で
は
、

主
に
戦
略
的
穀
物
政
策
の
総
合
化
を
含
む
生

産
調
整
の
問
題
が
残
さ
れ
た
主
な
論
点
と
な

っ
た
。
な
お
、
７
月
７
日
に
米
政
策
・
水
田

農
業
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
が

公
表
さ
れ
た
。
ま
た
、
農
業
構
造
の
変
化
に

よ
る
影
響
を
踏
ま
え
た
第
２
次
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
後
に
石
破
大
臣
が
発
表
）
の
検
討

は
継
続
さ
れ
た
。 

  

お
わ
り
に
 

 　
農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
は
、
7
月
15
日
の

第
14
回
会
合
で
、
担
い
手
の
育
成
、
農
業
所

得
の
増
大
、
自
給
力
も
含
め
た
食
料
自
給
率

の
課
題
な
ど
、
農
林
水
産
省
が
示
し
た
政
策

の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
そ

こ
で
、
チ
ー
ム
と
し
て
一
定
の
評
価
が
な
さ

れ
、
全
体
と
し
て
は
、
22
年
度
概
算
要
求
の

内
容
に
一
定
の
方
向
性
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
た
と
総
括
さ
れ
た
。 

　
本
年
１
月
に
設
置
さ
れ
た
農
政
改
革
関
係

閣
僚
会
合
や
農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
に
お
い

て
は
、
農
政
全
般
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検

証
、
議
論
し
て
き
て
お
り
、
特
に
、
①
産
業

政
策
と
し
て
ど
の
よ
う
に
農
業
を
再
生
さ
せ

る
か
と
い
う
議
論
が
で
き
た
こ
と
、
②
他
方
、

産
業
政
策
だ
け
で
な
く
、
地
域
政
策
と
し
て

農
業
を
含
め
た
地
域
の
力
を
ど
の
よ
う
に
引

き
出
す
か
、
条
件
不
利
地
域
対
策
だ
け
で
な

く
、
兼
業
機
会
が
失
わ
れ
る
中
で
集
落
機
能

や
環
境
保
全
を
い
か
に
果
た
し
て
い
く
べ
き

か
と
い
う
議
論
が
、
早
く
か
ら
関
係
各
府
省

連
携
の
下
で
、
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
成
果

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

　
こ
う
し
た
成
果
は
、
今
後
、
平
成
22
年
３

月
の
閣
議
決
定
を
目
指
し
て
い
る
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画
や
、
平
成
22
年
４
月
以

降
を
見
据
え
た
中
長
期
的
な
政
策
の
検
討
に

当
た
り
、
大
い
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
今
後
、
農
政
改
革
を
検
討
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
９
月
15
日
に
石
破
大
臣
が
発
表

し
た
第
２
次
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
な

ど
を
参
考
と
し
な
が
ら
米
政
策
関
連
の
検
討

を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
で

大
き
な
動
き
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
踏
ま
え
た
検

討
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
新
政
権
に
お
け
る
農
政
の
考
え
方
を

踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。 

 

注
（1）
平
成
12
年
３
月
24
日
、
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
（
平
成
11
年
法
律
第
1
0
6
号
）
第
15
条
第
１

項
に
規
定
す
る
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の

着
実
な
推
進
を
図
る
た
め
、
内
閣
に
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
推
進
本
部
を
設
置
す
る
こ
と
が
閣
議
決

定
さ
れ
た
。
本
部
長
と
し
て
、
内
閣
総
理
大
臣
、

副
本
部
長
と
し
て
、
内
閣
官
房
長
官
及
び
農
林
水

産
大
臣
、
本
部
員
と
し
て
、
地
方
再
生
担
当
大
臣
、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
総
務
大
臣
、
法
務
大
臣
、

外
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、
文
部
科
学
大
臣
、
厚
生

労
働
大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣
、

環
境
大
臣
及
び
防
衛
大
臣
が
構
成
員
と
な
っ
て
い

る
。 

　
（2）
今
日
の
農
政
に
お
い
て
は
、
食
料
安
全
保
障
の
面

か
ら
食
料
自
給
力
向
上
に
本
格
的
に
取
り
組
む
体

制
は
も
と
よ
り
、
国
民
の
期
待
に
応
え
る
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
供
給
や
耕
作
放
棄
地
が
増
大
す

る
中
で
の
農
地
の
有
効
活
用
、
地
域
に
雇
用
と
活

力
を
も
た
ら
す
農
村
の
活
性
化
、
農
産
物
価
格
と

農
家
の
経
営
の
あ
り
方
な
ど
、
広
範
な
課
題
が
み

ら
れ
、
根
本
的
な
議
論
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
農
林
水
産
省
の
み
の
対
応
に

と
ど
ま
ら
ず
、
政
府
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
も
の
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
中
心

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
農
林
水
産
大
臣
が
農
政
改

革
担
当
大
臣
に
指
名
さ
れ
、
内
閣
の
重
要
課
題
と

し
て
、
政
府
を
挙
げ
て
農
政
改
革
に
取
り
組
む
こ

と
と
さ
れ
た
。 

　
（3）
農
政
改
革
関
係
閣
僚
会
合
の
構
成
員
は
、
内
閣
官

房
長
官
、
農
政
改
革
担
当
大
臣
（
農
林
水
産
大
臣
）、

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政
政
策
）、
総
務

大
臣
、
財
務
大
臣
及
び
経
済
産
業
大
臣
と
さ
れ
て

お
り
、
６
大
臣
会
合
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
経
済

財
政
諮
問
会
議
の
構
成
員
に
農
政
改
革
担
当
大
臣

（
農
林
水
産
大
臣
）
が
加
わ
り
、
経
済
財
政
諮
問
会

議
と
の
連
携
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。 

　
（4）
農
政
改
革
関
係
閣
僚
会
合
特
命
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
官
房
副

長
官
補
付
）、
内
閣
府
大
臣
官
房
審
議
官
（
経
済
財

政
運
営
担
当
）、
総
務
省
大
臣
官
房
企
画
課
長
、
財

務
省
主
計
局
総
務
課
長
、
農
林
水
産
省
大
臣
官
房

総
括
審
議
官
（
チ
ー
ム
長
）
及
び
経
済
産
業
省
大

臣
官
房
審
議
官
（
経
済
産
業
政
策
局
・
地
域
経
済

再
生
担
当
）
の
６
名
が
構
成
員
と
さ
れ
た
。
ま
た
、

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
大
泉
一
貫

宮
城
大
学
大
学
院
教
授
、
鈴
木
宣
弘
東
京
大
学
大

学
院
教
授
及
び
中
村
靖
彦
東
京
農
業
大
学
客
員
教

授
の
３
名
が
構
成
員
と
さ
れ
た
。 

　
（5）
１
月
30
日
、
農
政
改
革
関
係
閣
僚
会
合
申
し
合
わ

せ
と
し
て
、
農
政
改
革
特
命
チ
ー
ム
に
お
い
て
は
、

「
当
面
４
月
前
半
を
目
途
に
「
農
政
改
革
の
検
討
方

向
」
を
取
り
ま
と
め
、
閣
僚
会
合
に
報
告
す
る
」

こ
と
に
加
え
、「
春
以
降
、
特
命
チ
ー
ム
に
お
い
て

は
、
閣
僚
会
合
が
決
定
す
る
「
農
政
改
革
の
検
討

方
向
」
に
沿
っ
て
、
政
策
を
構
成
す
る
項
目
ご
と

に
具
体
的
な
内
容
を
詰
め
、
夏
を
目
途
に
「
農
政

改
革
の
基
本
方
向
に
関
す
る
中
間
と
り
ま
と
め
（
案
）」

を
、
閣
僚
会
合
に
報
告
す
る
」
と
さ
れ
た
。 

　
（6）
１
月
28
日
の
第
1
7
1
回
国
会
の
麻
生
総
理
の
施

政
方
針
演
説
に
お
い
て
、
農
政
改
革
の
推
進
が
表

明
さ
れ
た
。 

　
（7）
生
産
調
整
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
生
源
寺
眞
一
「
混

迷
の
農
政
と
生
産
調
整
問
題
」『
農
業
と
経
済
』

2
0
0
9
年
９
月
が
参
考
と
な
る
。 




